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  令和８年第６回大分市教育委員会会議録 

 

１ 日時    令和８年７月８日（水） 午後３時０５分から午後５時１５分まで 

２ 場所    大分市役所第２庁舎４階 教育委員室 

３ 出席者   教育長    粟井 明彦 

        一番委員   林  新太郎 

二番委員   岡田 史絵 

四番委員   髙見 大介 

五番委員   古賀 精治 

４ 出席事務局職員 

教育部長             永野 謙吾 

教育部教育監           野田 秀一 

教育部次長兼文化財課長      安東 孝浩 

教育総務課長           中山 英人 

学校教育課長           安部 桂司 

児童生徒支援課長         上野 展久 

学校施設課長           谷脇 征治 

体育保健課長           野崎 修 

人権教育推進課長         高橋 秀徳 

社会教育課            若林 正策 

大分市教育センター所長      赤峰 竜二 

美術振興課長           後藤 逸人 

教育総務課参事          佐藤 靖寿 

学校教育課参事補         伊澤 真紀 

児童生徒支援課指導主事      伊藤 寛 

５ 書記 

教育総務課参事補  石川 仁美    教育総務課主査 和田 宏   

教育総務課主査   松下 祐介    教育総務課主任 金田 紗耶子 

６ 傍聴人   １名 

７ 議題 

（１）報告事項 

（教議第４１号）いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する重大事態への対応方針について 

（教報議第１０号）大分市いじめ問題第三者調査委員会委員の委嘱について 

（２）報告事項 

①審査請求について                    
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②２０２６（令和８）年度教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価の取組に 

ついて 

  ③令和８年度大分市「こども市議会」の開催について          

  ④令和７年度教職員の時間外在校等時間の状況について         

  ⑤小学５年生ピロリ菌検査（胃がん対策）事業について         

  ⑥大分市立小学校給食調理場調理等業務受託候補者の決定について    

  ⑦「おおいたサイエンスパーク２０２６」について           

⑧アートプラザ指定管理予定者選定等委員会について  

⑨令和８年陳情第３号 公立中学校（義務教育学校を含む）における平和教育及び修学旅行・校外学習 

の政治的中立性、適正性、安全確保を求める陳情について 

  ⑩令和８年第２回市議会定例会における一般議案等について      

  ⑪令和７年度補正予算（令和８年３月３１日付市長専決処分）について       

⑫令和８年第２回市議会定例会における質問・答弁事項について 

８ 会議の概要 

教育長 

 

教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全委員 

教育長 

 

 

全委員 

ただいまより、令和８年第６回大分市教育委員会を開会いたします。 

（午後３時０５分 開会） 

本日は、傍聴者の方がいらっしゃるようですが、遵守事項に従って、静

粛に傍聴いただきますようお願いいたします。 

本日は、廣津留委員が欠席しておりますが、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第１４条第３項の規定により、構成員の過半数が出席して

いるので会議は成立していることを宣告いたします。 

本日の署名委員を四番委員、五番委員にお願いします。 

それでは、ただいまより議案審議に入りますが、教議第４１号「いじめ

防止対策推進法第２８条第１項に規定する重大事態への対応方針につい

て」及び報告事項（１）「審査請求について」につきましては、個人情報

保護に関する案件であることから、協報議第１０号「大分市いじめ問題第

三者調査委員会委員の委嘱について」につきましては、人事に関する案件

であることから、審議及び報告を秘密会とすることを発議いたします。 

賛成の方は挙手をお願いします。 

（挙手） 

全委員賛成と認め、教議第４１号、教報議第１０号、報告事項（１）は

秘密会とします。残りの報告ののち、秘密会の議案審議及び報告を行うこ

とといたしますが、よろしいでしょうか。 

（了承） 
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教育長 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、報告事項の説明をお願いします。 

報告事項２点目「２０２６（令和８）年度教育に関する事務の管理及び

執行の状況についての点検及び評価の取組について」ご報告申し上げま

す。今年度の点検・評価に係る取組内容と進捗状況についてご報告させて

いただきます。 

はじめに、「１ 点検・評価の趣旨及び対象」についてでございます

が、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会

において、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表することが義務付けられております。本市教育委員会では、令

和７年２月に策定いたしました「大分市教育ビジョン２０２９」を今年度

から評価の対象とし、効果的な教育行政を推進することとしております。

また、「大分市立学校における働き方改革推進計画」の取組につきまして

も、本点検・評価により、その成果を検証することとしております。 

この点検・調査の対象となる「大分市教育ビジョン２０２９」の位置づ

け、教育ビジョンの体系（構成図）を掲載しております。教育ビジョンは

基本理念である「未来を創る人を育み、一人一人の幸せにつながる教育」

の実現に向け、図の左にあります６つの基本方針を定めています。その基

本方針ごとに重点施策、そしてさらに重点施策ごとに具体的施策で構成さ

れており、この点検評価はその具体的施策ごとに行っています。 

評価対象期間は、令和７年４月から令和８年３月としております。 

次に、「５ 点検・評価の内容」についてでございます。掲載している

内容については記載例としてご覧ください。点検・評価は、太枠にありま

すように具体的施策毎に行うこととしております。「昨年度（ここでは令

和６年度を指します）の点検評価を受けての課題」を受けて、対象年度

（ここでは令和７年度を指します）どのような取り組みを行ったかを「取

組状況」で示し、「成果」「課題」を整理し、「今後の取組の方向性」等

を示すように構成しております。 

今年度は、新しい教育ビジョンに対する最初の点検・評価であることか

ら、様式と記載方法を今年度から見直しを行いまして、文章を項目ごとに
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箇条書きにし、一つ一つの項目を短く記載することで、市民の方が見ても

分かりやすいように作成しております。 

教育ビジョンには、基本方針ごとに「指標」を設定しています。掲載し

ている内容については記載例としてご覧ください。 

「指標の状況」において、指標の達成具合を示すとともに、下の表にお

いて「指標の分析及び総合評価」を行っています。「指標の状況」では、

２０２３年度あるいは２０２４年度の値を「基準値」とし、最終年度の２

０２９年度に目指す数値を「目標値」としております。そして、それまで

の５年間、年度ごとの目標値として示す数値を計画値として設定していま

す。 

達成度については、Ａ～Ｅの５段階評価としており、評価基準により、

目標値を達成したらＡ評価、計画値を達成したらＢ評価、計画値の８割以

上を達成したらＣ評価、計画値の５割以上８割未満でＤ評価、計画値の５

割未満でＥ評価としております。達成度の評価には点数を付与しており、

基本方針毎に達成度の平均値を算出して、その基本方針の達成度合いを評

価し、その分性内容を下の表「指標の分析及び総合評価」に掲載しており

ます。 

「７ 評価結果」につきましては、上の表になりますが、現時点で４５

の指標のうち、Ａ評価が４指標、Ｂ評価が２３指標、Ｃ評価が１４指標、

Ｄ評価が３指標、Ｅ評価が１指標でございます。 

また、評価指標の一部を中央の表に記載しております。内容といたしま

しては、「国・県・市主催の学力調査における全国平均以上の教科の割

合」につきましては、実績値は、小学校が８６.６％、中学校が６０.８％

であり、小学校と中学校の平均が計画値の８割を下回っていることからＤ

評価としております。 

「学級の児童生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気付いたりすることができている児童生徒の割合」に

つきまして、実績値は、小学校が９２.３％、中学校が９６.５％であり、

共に目標値を上回っていることからＡ評価としております。 

「自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合」につきまして、実
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績値は、小学校が８８.２％、中学校が９１.０％であり、共に計画値を上

回っていることからＢ評価としております。 

「将来の夢や目標をもっている児童生徒の割合」につきまして、実績値

は、小学校が８４.９％、中学校が８０.９％であり、共に計画値を上回っ

ていることからＢ評価としております。 

「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談で

きると思う児童生徒の割合」につきまして、実績値は、小学校が７５.

２％、中学校が８５.２％であり、共に計画値を上回っていることからＢ

評価としております。 

「いじめの解消率」につきまして、実績値は、令和８年３月末時点で小

学校が９２.８％、中学校が８９.６％であり、共に計画値を上回っている

ことからＢ評価としております。 

「大分市民図書館等の利用者数」につきまして、実績値は８６０，１１

５人であり、計画値を上回っていることから、Ｂ評価としております。  

「市美術館主催の教育普及活動（出前教室等）の受講者数」につきまし

て、実績値は２４６人であり、計画値の５割を下回っていることから、Ｅ

評価としております。 

「市美術館の利用者数」につきまして、実績値は３２１，６６１人であ

り、目標値を上回っていることから、Ａ評価としております。 

「大分市デジタルアーカイブ～おおいたの記憶～」のアクセス数」につ

きまして、実績値は４０，２２０件であり、目標値を上回っていることか

ら、Ａ評価としております。 

「おおいた人権フェスティバル」の参加者数」につきまして、実績値は

３，８０７人であり、計画値の８割を下回っていることから、Ｄ評価とし

ております。 

「８ 学識経験者の知見の活用」についてでございますが、客観性及び

透明性を高めるため、地方行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２

項に基づき、学識経験者の知見を活用し、報告書を作成いたします。今年

度は記載の３名の方々に依頼しております。７月６日に学識経験者説明会

を開催し、ご意見をいただきました。 
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教育長 

全委員 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「９ 今後の予定」といたしましては、報告書につきましては、学識経

験者からの意見書を添えて、８月定例の本委員会において、ご決定をいた

だきたいと考えております。ご決定の上は、市議会に提出し、市ホームペ

ージや市報を通して公表する予定でございます。 

以上でございます。  

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項３点目「令和８年度大分市「こども市議会」の開催について」

ご報告申し上げます。 

「こども市議会」は、自分たちの暮らす地域のまちづくりや大分市政に

ついての理解と関心を深め、市民の一員としての主権者意識を高めること

を目的とし、平成１６年度から市内全小中学校及び義務教育学校の代表児

童生徒の参加により開催している行事でございます。本年度は、令和４年

度に次ぐ５回目の開催となります。 

「こども市議会」におきましては、児童生徒が「こども議員」となり、

市長や各部局への質問を行い、それに対し、市長や関係課の職員が答弁を

行います。当日の議事の様子は、大分市ホームページにおいて、インター

ネット配信し、各部局や学校において視聴できるように計画を立てており

ます。 

次に、当日の日程についてご説明いたします。 

まず、午前中に代表児童生徒を対象としたリハーサル並びに、参加する

全児童生徒を対象にこども議員委嘱式及び事前研修会を行います。昼食

後、本会議場にて、開会行事を行います。 

開会行事では、市長、市議会議長にあいさつをいただいたのち、来賓紹

介、こども議員議長副議長の紹介を経て、本会議に入ります。 

本会議は、議員席に座る児童生徒と傍聴席に座る児童生徒を半数ずつに

分け、議事の前半・後半で交代する２部構成で実施いたします。 

前半に市長ほか６つの部局、途中、交代・休憩をはさみ、後半に７つの

部局がこども議員の質問に対し答弁を行います。本会議終了後の閉会行事
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教育長 

全委員 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、児童生徒の感想発表やふりかえりを行います。最後に教育長による

全体総括を経たのち、散会となります。 

なお、教育委員の皆さまには、本日、ご案内文を置いておりますので、

ご多用中のことと存じますが、ご来場いただき、こどもたちの様子を見て

いただけると幸いです。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項４点目「令和７年度教職員の時間外在校等時間の状況につい

て」ご報告申し上げます。 

資料の１枚目「１．大分市立学校における働き方改革推進計画（第二

次）の評価指標」をご覧ください。 

本市教育委員会では、これまで「大分市立学校における働き方改革推進

計画（第二次）」に基づき、「教職員の１月当たりの時間外在校等時間が

２～６ヵ月平均で８０時間を超える教職員の割合」について、令和元年度

の実績値２．０％を基準とし、目標値を０％と定め、働き方改革の推進に

努めてまいりました。 

主な取組といたしましては、従前の取組に加え、令和７年度は、「月４

回以上の定時退勤日の設定」「時間外在校等時間が連続して８０時間を超

えた教職員に係る報告書の提出」「主に教頭が担っていた校舎の施錠業務

の分担」等を実施してまいりました。 

その結果、令和７年度は、平均で７名の教職員が該当し、生徒指導等に

おける突発的な対応の影響もあり、割合は０．３％、目標を達成すること

ができませんでした。なお、該当者７名のうち６名は教頭であります。 

また、生徒指導等に係る突発的な対応時間を除いた場合の実態を把握す

るため、８０時間を超えた教頭が在籍する小学校１校、中学校１校、小中

一貫教育校１校に調査を実施しました。その結果、電話対応に月約１０時

間、関係者会議に約１５時間、家庭訪問に約５時間を要しこれらで合計約

３０時間となることが分かりました。さらに、生徒指導事案が複数重なる
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教育長 

場合には、５０時間程度を要することも明らかとなりました。これらの突

発的な生徒指導等に係る時間を差し引くと、実質的な勤務時間は４０～５

０時間程度であることが確認されました。このことから、時間外在校等時

間の増加には、突発的な生徒指導対応に占める割合が大きいと考えていま

す。 

こうした状況を踏まえ、令和８年度には、「スクールサポートスタッフ

の業務内容の追加」「『業務量管理・健康確保措置』の学校運営協議会に

おける承認」等に取り組んでいるところです。 

それでは、資料の２枚目「４．時間外在校等時間の平均時間」をご覧く

ださい。 

令和６年度と令和７年度の大分市立学校の時間外在校等時間の月ごとの

平均時間を掲載しております。青色で示している月は、前年度と比較して

時間外在校等時間が減少した月であります。 

教職員の時間外在校等時間は年々減少しており、令和７年度につきまし

ては、令和６年度と比較して、平均で1時間５２分減少した結果となって

おります。 

これまでの課題といたしまして、教職員の中でも特に、教頭の時間外在

校等時間が多いという実態がありましたが、令和７年度につきましては、

教頭の時間外在校等時間は平均で３時間５６分減少した結果となっており

ます。 

以上のように、時間外在校等時間の縮減に一定の効果があったものと考

えております。 

資料の３枚目「６．今後の取組について」をご覧ください。 

今後につきましては、昨年度３月に策定した「大分市立学校における働

き方改革推進プラン２０３０」３つへの基本方針のもと、１１の取組を推

進してまいります。 

評価指標として５つを掲げ、学校における働き方改革を「総がかり」で

推進することにより、教育の質の維持・向上を図ってまいります。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 



9 

五番委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

五番委員 

一番委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番委員 

４月、５月は年度当初であり、さまざまな業務が集中するため、時間外

在校等時間が多くなることは理解できます。また、１０月については、運

動会などの学校行事が影響しているのではないかと思います。 

ただ、運動会は１日開催から午前中のみの開催とするなど、かなり簡素

化されていますので、時間外在校等時間も減少しているのではないかと思

いましたが……すみません、資料の年度を逆に見ておりました。令和７年

度は、令和６年度と比較して減少しているということですね。その上で、

１２月については、時間外在校等時間が減少しにくいようですが、何か理

由があるのでしょうか。 

運動会をはじめとする学校行事も関係しておりますが、特に１０月から

１１月にかけましては、校内研究に伴う研究授業などが実施されることか

ら、その準備や学年内での協議等に時間を要する傾向がございます。 

また、１２月につきましては、もともと他の月と比較して時間外在校等

時間が少ない月ではありますが、学期末に伴う成績処理や諸業務の整理等

があることから、減少幅が小さくなっているものと考えております。 

わかりました。 

評価指標について伺います。「教職員の１月当たりの時間外在校等時間

の平均」を３０時間以内とする目標が掲げられていますが、基準値が既に

２９時間３５分であり、３０時間を下回っています。それでも、引き続き

３０時間以内を目標値としている理由を教えてください。 

目標値の３０時間以内につきましては、国が示している基準等を踏ま

え、設定しているものでございます。 

一方、これまでの時間外在校等時間には、自宅に持ち帰って行う業務が

含まれておりませんでした。実態を調査したところ、小学校、中学校とも

に、平日や休日に一定の持ち帰り業務が行われていることが確認されてお

ります。 

このため、今年度からは、持ち帰り業務についても把握し、それを含め

た実態を踏まえながら、３０時間を超えないよう取り組んでいくこととし

ております。 

持ち帰り業務を含めた時間については、どのような方法で把握するので
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五番委員 

 

 

学校教育課長 

 

しょうか。 

今年度から、教職員が持ち帰り業務を行った場合には、その内容及び時

間を管理職に申告し、記録として残すこととしております。 

各学校において記録を集計し、時間外在校等時間と合わせて実態を把握

することにより、３０時間を超えないよう業務改善を進めてまいります。 

取組を始めた当初は、持ち帰り業務を加えることによって、３０時間を

超える実態が明らかになる可能性もありますが、その状況を踏まえ、具体

的な改善策を学校に示していきたいと考えております。 

分かりました。「こどもと向き合うための時間を確保できている教職員

の割合」については５０％、現在から大幅に引き上げる目標が設定されて

います。この目標を達成するためには、持ち帰り業務を含めた時間外業務

を相当程度縮減する必要があると思いますので、実態を可視化することが

重要であると考えます。よろしくお願いします。 

主な取組の中に、「持ち帰り業務の把握開始」とありますが、具体的に

何を把握するのでしょうか。 

どのような業務を持ち帰ったのかを把握するのか、それとも、どの業務

にどれくらいの時間がかかったのかを把握するのか、内容を教えてくださ

い。 

これまでは、持ち帰り業務を行った時間のみを手入力する形となってお

りました。 

今年度からは、各学校に「持ち帰り業務管理記録簿」を配付し、教材研

究など、実際に行った業務の内容と、その業務に要した時間を記載するこ

ととしております。 

記録簿は、教職員が管理職に提出し、校長等が内容を確認する仕組みと

しております。 

教育委員会において各学校の記録を集約し、どのような業務の持ち帰り

が多いのかを分析した上で、業務の見直しにつなげていくということでし

ょうか。 

そのとおりでございます。 

持ち帰り業務の内容や時間を分析し、特定の業務が多い場合には、どの
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ように改善し、負担を軽減できるかを検討してまいります。 

例えば、自宅で食事をしながら業務を行う場合など、生活時間と業務時

間が重なるケースもあると思います。そのような場合の時間は、どのよう

に把握するのでしょうか。 

持ち帰った後の生活状況や作業環境まで詳細に記録するものではなく、

本人が実際に業務に従事したと認識する時間を申告することとしておりま

す。 

わかりました。 

２か月から６か月の平均で８０時間を超える教職員が生じる要因とし

て、突発的な生徒指導対応が大きいとの説明がありました。 

一方、今後の取組として、スクールサポートスタッフの業務内容を拡充

するとのことですが、これは突発的な生徒指導対応に要する時間を直接的

に減らすものなのでしょうか。それとも、他の業務を支援することによっ

て、間接的に負担を減らすものなのでしょうか。 

スクールサポートスタッフは、教職員の事務負担を軽減することを目的

として配置しております。 

具体的には、学習プリントの印刷、授業で使用する資料の準備や配付、

後片付けなどの補助業務を行っております。今回、その業務内容をさらに

広げることにより、教職員が日常的に行っている業務の負担を軽減し、そ

の分の時間を児童生徒への対応などに充てられるようにするものでござい

ます。 

したがいまして、スクールサポートスタッフが突発的な生徒指導事案に

直接対応するものではなく、日常業務の負担軽減を通じて、間接的に時間

外在校等時間の縮減につなげるものと考えております。 

スクールサポートスタッフの重要性は理解しました。 

突発的な生徒指導対応そのものについて、時間外勤務を減らすための直

接的な方策は考えているのでしょうか。 

突発的な生徒指導事案につきましては、特定の教職員だけで対応するの

ではなく、学校が組織として対応する体制を整えることが重要であると考

えております。 
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また、生徒指導事案では保護者対応に多くの時間を要する場合がありま

すことから、今年度、保護者対応の在り方についてガイドラインを策定す

ることを検討しております。 

こうした取組を通じて、対応の標準化や組織的な役割分担を進め、時間

外の対応を少しでも縮減してまいりたいと考えております。 

最近では早朝から出勤していた教員に関する事例もありましたが、学校

では児童生徒の登校前に準備する必要があるため、教職員がかなり早い時

刻に出勤することもあると思います。 

大分市として、過度な早朝出勤が起きないよう、何らかの基準を設けて

いるのでしょうか。 

教職員は、児童生徒が登校する前に準備を行う必要があるため、午前７

時頃に出勤する場合があり、中にはそれより早く出勤する教職員もおりま

す。各学校では、児童生徒の登校時刻や昇降口を開ける時刻を設定し、そ

れに応じた勤務となるよう工夫しております。 

現時点では、「何時より前に出勤してはならない」といった一律の基準

は設けておりませんが、必要以上に早い出勤とならないよう、各学校にお

いて勤務時間を意識した取組を進めております。 

また、早く出勤していること自体を教職員評価において高く評価するも

のではなく、限られた時間の中で、効率的かつ適切に業務を行うことが重

要であると考えております。 

出勤時刻に明確な基準がない場合、かつて見られたように、朝早く出勤

することが美徳とされ、早く出勤する教員ほど熱心な教員であると、保護

者や上司から評価されるような状況が生じるおそれがあると思います。 

事故の防止や教職員の負担軽減の観点からも、過度な早朝出勤とならな

いよう、一定の基準を設ける必要があるのではないでしょうか。 

確かに、教員という職業において、朝早くから夜遅くまで学校にいる教

員が、熱心で頑張っている教員であると捉えられる傾向が、全くないとは

言えません。 

しかしながら、現在は、限られた時間の中で効率的に教育活動を行うこ

とが重要であるとの考え方が広がっております。 
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夕方につきましては、各学校が退勤時刻の目安を設定するなどの取組を

進めており、時間外在校等時間は減少傾向にあります。一方、朝の出勤時

刻については、現時点で一律の基準を設けるには至っておりません。 

教職員の評価に当たっては、早く出勤していること自体を高く評価する

のではなく、実際にどのような教育活動を行い、どのような成果を上げて

いるかという、業務の内容を適切に評価することが重要であると考えてお

ります。 

そこはこれから検討していく課題であるということですね。承知しまし

た。 

早朝の業務は時間外在校等時間にカウントされていないのですか？ 

勤務開始時刻前に勤務した時間についても、時間外在校等時間に含まれ

ます。時間外在校等時間には、始業前及び終業後の在校時間のほか、家庭

訪問や部活動など、学校外で公務に従事した時間も含まれます。 

一方、これまで持ち帰り業務は含まれておりませんでしたので、今年度

から、その内容と時間を別途記録し、実態把握を行うこととしておりま

す。 

教職員には一般の労働者と同じ形の時間外勤務手当がないため、「残業

時間」と「時間外在校等時間」の関係が分かりにくいということですね。 

そういうことでございます。 

他にご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項５点目「小学５年生ピロリ菌検査（胃がん対策）事業につい

て」ご報告申し上げます。 

本事業は、胃がんや胃炎等の原因の一つであるピロリ菌検査を大分市立

学校の小学５年生を対象に行い、検査及び除菌治療までのフォローアップ

を行うことで将来的な胃がん等のリスク軽減につなげること、 

また、がん教育を併せて実施することにより、がんの正しい知識につい

て理解を深め、がん予防の意識を高めること、の２つを目的に実施してお

ります。 



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度より本事業を開始し、令和7年度は、中段にございますよう

な流れで実施いたしました。 

まずは、７月から１１月にかけて、学校のすこやか検診の日程に合わ

せ、パンフレットや動画による事前説明を行い、希望調査を実施し、その

希望者を対象に１次検査であるピロリ菌抗体検査を含むすこやか検診を各

学校で実施しております。 

ピロリ菌の１次検査結果につきましては、学校を通じて家庭へお知らせ

をし、陽性だった児童のご家庭に対しては、２次検査(便中ピロリ菌抗原

検査)の申込案内をいたしました。 

２次検査につきましては、ＷＥＢフォームから申し込みが可能になって

おり、申し込みのあったご家庭に１月にピロリ菌便中抗原検査キットを送

付し検査を行っております。 

２次検査の陽性者につきましては、結果の説明リーフレットを配付する

ともに、フォローアップ動画の視聴や相談会について案内し、不安等の解

消に努めたところでございます。 

次に、結果でございますが、大分市立学校の小学５年生のうち令和６年

度は８２．６％、令和７年度は８１．１％の児童にピロリ菌１次検査を実

施しております。 

下段左側の１次検査結果の表をご覧ください。 

１次検査につきましては、令和６年度は、抗体価３．０以上を陽性と

し、陽性者は、６４３名 受検者の１７．７％でございました。令和７年

度は、前年度の結果を踏まえ、抗体価１０．０以上を陽性とし、陽性者

は、２３０名、受検者の７％でございました。 

右側の２次検査結果の表をご覧ください。 

２次検査につきましては、令和６年度は、５１７名が受検し、陽性者は

２７名でございました。令和７年度は１４８名が受検し、陽性者は１７名

でございました。それぞれ、２次検査が陽性だった児童の家庭には、フォ

ローアップ動画の視聴と相談会についてのご案内をいたしました。フォロ

ーアップ相談会においては、大分大学のピロリ菌の専門医による説明と、

心配な点についてのフォローを行うとともに、中学校卒業後の受診を勧め
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たところでございます。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

令和６年度と令和７年度を比較しますと、１次検査で陽性となった児童

のうち、２次検査を受検した児童の割合が低下しているように見受けられ

ます。 

２次検査は重要な検査であると思いますが、周知方法を見直すなど、受

検率を高めるための検討は行っているのでしょうか。 

令和７年度につきましては、現時点では、２次検査を受検していないご

家庭への再案内をまだ行っていない状況でございます。 

今後、未受検のご家庭に対して改めて案内を行う予定としておりますの

で、現在お示ししている受検者数は途中段階の数値でございます。 

再案内後には、令和６年度と同程度の受検状況になるものと見込んでお

ります。 

現時点で受検率が確定しているわけではなく、今後、再度案内を行うと

いうことですね。分かりました。 

他にご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項６点目「大分市立小学校給食調理場調理等業務受託候補者の決

定について」ご報告申し上げます。 

現在、市立小学校の２２校で、給食調理業務の民間委託を実施しており

ますが、このうち、大道小学校などの３校の委託契約期間が、令和８年７

月３１日をもって満了いたします。 

契約満了を迎える３校の調理業務について、令和８年５月２９日に開催

された「大分市学校給食調理等業務受託候補者選定委員会」での審査及び

選定結果を踏まえ、資料にありますとおり、受託候補者を決定いたしまし

たのでご報告いたします。 

今回決定した３社はすべて、契約更新対象の各小学校で現在も給食調理

等業務を受託している事業者であります。 
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履行期間につきましては、令和８年８月１日から令和１１年７月３１日

までの３年間となっております。 

今後につきましては、各受託候補者と速やかに契約締結したのち、現場

の栄養教諭等と業務の打合せ等を行い、９月１日から始まる２学期の給食

に向けて準備を行ってまいります。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項７点目「おおいたサイエンスパーク２０２６（にーまるにーろ

く）」についてご報告申し上げます。 

イベント広報用のチラシと、科学体験ブースの出展一覧になります。 

はじめに、目的でございます。本事業は、本市における科学体験施設設

置の可能性を研究する取組の一環として、市民が科学に親しむきっかけ作

りを目的に、小・中学校の夏休み期間に科学体験イベントを実施し、科学

への興味・関心や気運醸成を図るものでございます。 

開催日時は、８月２２日（土曜日）及び２３日（日曜日）の２日間、１

０時から１６時までとしております。会場は、昨年度開催いたしました荷

揚ＢＡＳＥに新たにアートプラザを加えて開催いたします。 

催事詳細につきましては、本市を拠点に活動する企業・団体のほか、大

分大学や大分工業高等専門学校、市内高等学校等の教育機関の皆様と様々

な連携を図りながら準備を進めているところであり、今年度は昨年度を上

回る科学体験ブースの出展を予定しております。 

参考でございますが、昨年度は２日間で５，３６１人の皆様にご来場い

ただいたところでございます。 

今回、新たな取組として、最先端技術を搭載した「無人走行放水ロボッ

ト」の展示をいたします。 

さらに、昨年に引き続き「大分県高等学校ロボット競技大会」を荷揚Ｂ

ＡＳＥ１階のコモンスペースにおいて同時開催いたします。今年度は２２

日に公開練習、２３日に競技大会が行われます。 
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社会教育課長 

加えて、荷揚リンクスクエアでは、「食のマルシェ」を同時開催するな

ど、イベント全体のにぎわいを創出してまいります。 

当日はスタンプラリーを実施し、荷揚ＢＡＳＥを中心に各会場を巡りな

がら、体験ブースを楽しんでいただき、こどもたちが科学の楽しさや魅力

を体感するとともに、将来の職業や進路について考える機会を提供してま

いりたいと考えております。 

次の出展ブ－ス一覧に記載のとおり、大学・高等学校・企業・団体など

がそれぞれの専門性や特色を生かした体験ブースを数多く出展し、こども

たちが実際に見て、触れて、体験しながら科学の楽しさを実感できる内容

となっております。 

今年度は昨年度より、規模を拡大して開催することとしておりますの

で、多くの皆様にご来場いただけるよう積極的な広報・周知に努めてまい

りたいと考えております。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

このイベントは昨年度から始まったものですが、私も当時、大学の理事

を務めていた関係で、開催に当たり担当課から相談を受けた経緯がござい

ます。昨年度は大変盛況であり、今年度はさらに規模を拡大するとのこと

ですが、昨年度の来場者、特に参加したこどもたちの感想や意見につい

て、アンケート等は実施したのでしょうか。 

来場者を対象にアンケートを実施し、６８８世帯から回答をいただきま

した。アンケート結果の一部をご紹介しますと、「科学に対する興味が湧

いた」と回答した方が９４％、イベントに対する満足度が９８％でござい

ました。また、翌年度も開催された場合に参加したいかとの問いに対して

は、６８８世帯のうち６８６世帯から、参加したいとの回答をいただいて

おります。 

大変すばらしい結果であると思います。 

参加者数だけでなく、アンケートで寄せられた意見のうち、今年度の企

画や運営に反映したものはありますか。 

さまざまなご意見をいただきましたが、昨年度は初めての開催で、多く
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の方に来場いただいたこともあり、会場内のブースの場所が分かりにくか

ったとの意見がございました。 

会場では１階、２階及び６階等を使用しておりましたが、１階にいる

と、上の階でどのような催しが行われているのか分からず、体験したかっ

たブースを見つけられなかったというご意見もいただいております。 

このため、今年度は、会場内の案内表示を充実させるとともに、駐車場

から会場までの案内看板やサインについても、より分かりやすく案内でき

るよう工夫したいと考えております。 

また、案内を行うスタッフ等の配置についても増員し、配置場所を見直

し、各ブースを円滑に回ることができるよう、運営に努めてまいります。 

昨年度は来場者が大変多く、特にこどもは大人よりも身長が低いため、

どこで何が行われているのか見えにくかったのではないかと思います。 

予約制のイベントでもありませんので、案内表示や職員配置を工夫する

ことは重要であると思います。分かりました。ありがとうございます。 

他にご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項８点目「アートプラザ指定管理予定者選定等委員会」について

ご報告申し上げます。 

アートプラザは指定管理者制度により、現在、代表構成員の株式会社コ

ンベンションリンケージ、構成員の株式会社メンテナンスからなるアート

プラザ共同事業体が運営いたしておりますが、本年度末をもって契約が終

了いたしますことから、来年度以降の指定管理者を選定する手続に入ろう

とするものでございます。 

指定管理の期間は、令和９年度から３年間を予定し、選定委員はお手元

の資料のとおりでございます。 

第１回選定等委員会を７月２８日に予定しており、以後、資料に示して

おりますスケジュールに沿って進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 
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（なしとの声） 

次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項９点目「令和８年陳情第３号 公立中学校における平和教育及

び修学旅行・校外学習の政治的中立性、適正性、安全確保を求める陳情に

ついて」ご報告申し上げます。 

令和８年５月２６日付けで、「公立中学校における平和教育及び修学旅

行・校外学習の政治的中立性、適正性、安全性確保を求める陳情」が、学

校教育の中立性と透明性を守る大分県民の会代表麻生和雄氏より大分市議

会議長宛てに提出されました。 

提出者の主張といたしましては、公立中学校における平和教育及び修学

旅行等の校外学習について、政治的中立性と安全性の確保を求めるととも

に、過去３年間の平和学習や修学旅行等の実施状況を確認し、必要に応じ

て実態調査と改善を行うよう要望する趣旨でございました。 

なお、令和８年第２回市議会定例会文教常任委員会におきまして、本陳

情は継続審査とされましたことを報告いたします。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項１０点目「令和８年第２回市議会定例会における一般議案等に

ついて」ご報告申し上げます。 

 教育委員会関係の議案としまして、「大分市立義務教育学校設置条例

の一部改正について」、「市有財産の処分について」、「損害賠償の額の

決定並びに示談について」「訴えの提起について」「特定事業契約の変更

について」の合計５議案がございました。 

「大分市立義務教育学校設置条例の一部改正について」及び「市有財産

の処分について」の内容につきましては、４月及び５月定例の本委員会に

てご説明し、ご決定、ご承認をいただいたものであり、原案どおり可決

し、成立しましたことをご報告申し上げます。 

次に、「損害賠償の額の決定並びに示談について」につきましては、市
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長専決処分による報告が１件提出されました。 

概要につきましては、令和７年８月１２日午後７時５５分頃、大分市立

王子中学校の敷地内において、Ａさんが歩いていたところ、蓋が開いてい

た雨水マンホールに右足を踏み入れ、負傷したものであり、賠償金額は、

１万９，６００円、令和８年４月１５日付で市長専決処分による決定を行

っております。 

次に、「訴えの提起について」につきましては、まず１件目、大分市

は、大分市立学校に在籍する児童生徒の保護者であるＡに対して２万６,

０００円の学校給食費を納付するよう再三にわたり請求してまいりました

が、同人がこれに応じないため令和７年１２月５日大分簡易裁判所に支払

督促の申立てを行いました。これに対して、異議の申立てがあり、本訴に

移行したことから、令和８年４月１０日付で市長の専決処分を行っており

ます。 

２件目につきましては、大分市立学校に在籍していた児童の保護者であ

るＢに対して１万７，５８２円の学校給食費を納付するよう再三にわたり

請求してまいりましたが、同人がこれに応じないため、 

令和８年３月１７日加古川簡易裁判所に支払督促の申立てをいたしまし

た。これに対して、異議の申立てがあり、本訴に移行したことから、令和

８年４月１５日付で市長の専決処分を行っております。 

次に、「特定事業契約の変更について」、市長専決処分による報告が提

出されました。 

１点目の大分市立中学校空調設備整備ＰＦＩ事業の概要につきまして

は、物価変動に伴うサービス対価の増加や、教室数の増加による維持管理

費の増額のための変更でございます。変更後の金額は、１３億８,６９１

万７，３１９円で２２２万３,５３９円増額し、令和８年５月１８日付で

市長専決処分による決定を行っております。 

２点目の大分市立小学校空調設備整備ＰＦＩ事業の概要につきまして

は、物価変動に伴うサービス対価の増加や、教室数の増加による維持管理

費の増額のための変更でございます。 

変更後の金額は、３０億５,１２９万４，３１２円で９９８万９,６７０
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円増額し、令和８年５月１８日付で市長専決処分による決定を行っており

ます。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

「市長専決処分」という言葉が何度か出てきましたが、これは、市長が

議会に諮ることなく判断するという意味でしょうか。 

お見込みのとおりでございます。 

市長専決処分は地方自治法に定められており、条例に定められた事項

や、災害等により議会に諮る時間的余裕がない場合などに、市長が議会に

代えて判断を下すものでございます。 

本市では、市長の専決処分に関する条例において専決できる事項を定め

ており、１件５０万円以内の損害賠償や、支払い督促に係る訴えの提起な

どが該当いたします。 

市長専決処分にはさまざまな案件があると思いますが、本日報告されて

いるものは、そのうち教育委員会に関係する案件のみということでしょう

か。また、最後に説明のあった専決処分については、金額がかなり大きい

ようですが、この場合も議会の議決を経ずに決定できるのでしょうか。 

はい。本日報告しておりますのは、市長専決処分のうち、教育委員会に

関係する案件でございます。 

また、最後の案件につきましては、市長の専決処分に関する条例によ

り、契約金額の１０分の１以内の変更である場合は、市長専決処分として

行うことができます。 

なお、専決処分を行った案件については、その後、議会へ報告し承認を

得ることとなっております。 

わかりました。 

他にご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項１１点目「令和７年度補正予算（令和８年３月３１日付市長専

決処分）について」ご報告申し上げます。 
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内容につきましては、令和８年５月定例の本委員会でご説明し、ご決定

をいただいたとおりでございます。補正予算案につきましては、市全体と

して原案どおり可決され、成立いたしましたことをご報告申し上げます。 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次の報告事項の説明をお願いします。 

報告事項１２点目「令和８年第１回市議会定例会における質問・答弁事

項について」ご報告申し上げます。 

（概要について説明） 

以上でございます。 

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

それでは次に、教議第４１号「いじめ防止対策推進法第２８条第１項に

規定する重大事態への対応方針について」を議題といたします。 

なお、これより秘密会の議案審議となります。 

傍聴の方はご退席ください。 

（傍聴人がいれば退席させてください） 

中断 ４時１９分 

再開 ４時２３分 

審議に入る前に、説明者以外の事務局職員の退室をさせていただき、説

明者を入室させていただきたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

また、議案書等をお配りしたいのですがよろしいでしょうか。 

どうぞ。 

（部長、教育監、教育総務課長、児童生徒支援課長は残り、他の課長等は

退室し、児童生徒支援課伊藤指導主事が入室する。） 

（議案書・資料配布） 

事務局、説明をお願いします。 

（議案審議の結果、教議第４１号は原案のとおり決定する。） 

中断 ４時５６分 
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再開 ５時 １分 

それでは次に、教報議第１０号「大分市いじめ問題第三者調査委員会委

員の委嘱について」を議題といたします。 

事務局、説明をお願いします。 

（議案審議の結果、教報議第１０号は原案のとおり決定する。） 

それでは次に、報告事項の説明をお願いします。 

次の報告事項の説明のため、事務局職員を入室させていただきたいので

すがよろしいでしょうか。 

（教育センター所長 入室） 

（報告事項について報告する。） 

それでは、お配りした議案書及び報告事項の資料を回収させていただき

ます。 

（議案書等回収・美術振興課長入室） 

以上で本日予定されていた議題は終了となりますが、他に事務局から何

かございませんか。 

（お知らせ） 

「大分市美術館 夏の展覧会について」について 

ご質問などございませんか。 

（なしとの声） 

７月の教育委員会の日程等につきまして調整をお願いいたします。 

７月２９日水曜日午後３時から定例教育委員会を開催いたしますのでよ

ろしくお願いいたします。 

なお、本日の会議終了後は、連絡事項等がございますので、お時間をい

ただきたくお願い申し上げます。 

以上でございます。 

（了承） 

他に何かございませんか。 

（なしとの声） 

これをもちまして、本日の会議を閉会いたします。 

                    （午後５時１５分 閉会） 


